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ほっとはあと製品展＆記念作品展

市
で
初
の
導
入

平成29年度産米の食味検査結果

心温まる力作が勢ぞろい

食味値平均 78点「秀」

最
新
鋭
の
消
防
車
を
配
備

　12月 4日～8日の5日間、京丹後市役所で「第11回ほっとは
あと製品展＆第26回障害者週間記念作品展」を開催しました。
　障害者福祉への理解と障害のある仲間が作った製品や作品を広
く知ってもらおうと、毎年、障害者週間（12月３日～９日）に合わ
せて開催しており、市内９施設と３団体が共同で出展。初日の記念
セレモニーでは、障害児（者）多機能型生活支援センター「ろむ」
を利用している山田さんと今西さんが、仲間を代表してあいさつし、
「苦手なことも仲間と一緒に取り組み頑張っています。少しずつチャ
レンジできるようになりました」と力強く話していました。
　会場に訪れた来場者は、さをり織り製品や陶芸品、絵画、書道作
品など約500点の温かみあふれる品々に見入っていました。

　市では、環境にやさしい安全・良質な米づくりを推進してお
り、その一環として年間を通して米の食味検査を実施しています。
食味検査は、近赤外線分光分析により、アミロース・たんぱく
質・水分・脂肪酸度を測定し、総合的に食味値を算出するもので、
米の状態を測る客観的指標の一つとして活用できます。
　平成29年度産米では、計604件の検査申請があり（平成29
年 11月 30日現在）、その内 452件の申請があっ
た市内産コシヒカリ玄米では、食味値の最高点が
89点 (久美浜町市場・女布 )、平均点が78点とな
りました。
＊食味検査は、平成30年3月をもって終了予定です。

　市では、環境にやさしい安全・良質な米づく
りに対する補助制度を実施しています。来年度
以降の補助制度の詳細につきましては、農政課
（☎69-0410）までお問い合わせください。
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会場の様子

項　目 29年度 28年度
アミロース（％） 18.8 18.6
たんぱく質（%） 7.1 7.1
水分（％） ※ 1 14.5
脂肪酸（㎎／ 100 ｇ） 13.0 14.7
食味値（点） 78 79
食味ランク 秀 優

平成 29年度産米食味検査平均値
（京丹後市産コシヒカリ玄米　全452試料）

最新鋭消防ポンプ車での放水訓練の様子

※１　食味計の不具合に伴い、水分値の項目を非表示
にしています。
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食育の　　 を広げよう

市全体で食育に取り組みます

　食を取り巻く環境は、時代とともに変化しています。
食の情報はテレビやインターネット上に溢れ、コンビニ
や 24 時間営業の外食などで、 好きな物が好きな時に
食べられ、ネットでは全国の食材が購入できるようにな
りました。  その一方で、外国からの安価な食材が輸入
され、何を選択をするかが重要になっています。
　また、 女性の社会進出や核家族化等で、成長期の子ど
もたちの食事がおろそかになっている場合があります。 生産者や作り手の見えない食事では、食べ物に感謝する気持ちが薄れ
ていきます。 また、 味覚は 3 歳までに形成されるといわれており、旬の素材を使った料理やだしの味を小さい頃に経験してい
なければ、 うま味を感じられない大人になってしまうかもしれません。
　それらの食環境や食の課題が市民に及ぼす影響は大きく、 各家庭だけで対応できる範囲を超えています。 市全体で 
「食育」に取り組むことが、 子どもたちの脳と体の発育の基礎をつくり、地域の食資源を守るために必要であると考え、
平成 29年 6月に、 京丹後市の食育推進計画を内包した 「京丹後市健康増進計画」 を策定しました。

　「食育」という言葉をご存知ですか？ 初めて聞いたと
いう方、子どものことだから私には関係ないと思われ
ている方など、 さまざまだと思います。
　食育が意味するものは、子どもへの食教育だけでは
ありません。 食育は右の図のように、 人の一生の中で
関わる食の営み、 家庭での健全な食生活、食べ物が私
たちに届いて廃棄されるまでの食の循環です。
　また、 それを取り巻く地域、学校、行政、ボランティア
のつながりや社会資源などが広く関係しており、その
土地の気候や食文化も大きく影響しています。
　「食育」とは、市民と市のまちづくりに関係する大切
なことなのです。

毎

月1
9日は食育の日

京丹後市 食育

きょうたんご

「食育の環を広げよう」  ※農林水産省「第3次食育推進基本計画」をもとに作成

幼児期・学童期の食育イメージ

「食に関心を持とう」
■ 食品を購入する際、食品表示を見よう
■ もっと野菜を食べよう

食育で取り組む目標の一部
（京丹後市健康増進計画より）

徳 

育

優
し
く
思
い
や
り

あ
る
子
に
育
て
る

知 

育

賢
い
子
に
育
て
る

体 

育

元
気
な
子
に
育
て
る

脳の発育・体の発育

食　育

「地域の食や食文化を守ろう」
■ 家庭で旬の食材や地元産食材を
　 積極的に活用しよう
■ 京丹後市の食文化を伝承しよう

「家族みんなで取り組もう」
■ 家族や友人と食事する時間を意識してつくろう
■ 朝ごはんを食べよう
■ 家庭でのお手伝いをしよう !させよう !

廃棄・保存・再利用

地域とのつながり
（生活の場での交流や食の情報）

生産から
食卓まで
（食べ物の循環）

生涯にわたる
食の営み

生涯にわたって、
健全な心身を培い、
豊かな人間性を育む

健康寿命の延伸

自然・文化・社会経済

高齢期

家庭

食事

乳幼児期

学童・思春期

青年期

成人期

妊娠（胎児）期

食料品店

飲食店等

外国市場

市場・食品加工場

農場・漁場・畜産場

保育所・学校・職場

台所健全な食生活

健全な食生活の実践

次世代へ
伝える

健全な食生活の実践

ボランティア等による食育の場国・京都府・京丹後市

　食事は毎日のことです。 毎日の
ことだから、なかなかできないことも
ありますが、皆さんのちょっとした取
り組みが大きな環になっていくと考
えています。
　市のホームページにも 「食育」
に関する情報を掲載していますの
で、 ぜひ参考にしてください。
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